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測定シグナルのノイズの中にはたくさんの情報が隠れてい
ます。それらの情報は、量子・統計光学や機械学習を組み
合わせると顕在化させることができます。また、簡単な技
術なので産業への適用範囲も広く、例えば、相関計測に
もとづいて画像計測を行うと微小異物散乱計測ができます
し、弱値増大効果を利用すればサブナノメートル精度の表
面粗さを測定できます。また、近接回折効果を利用すれば
広範囲な 3 次元リソグラフィが可能になります。私たちの
研究グループでは、新たな概念のマルチスケール計測・加
工技術を生産加工分野に展開しています。
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(タルボ効果と機械学習）オプティカルフラットの表面粗さ

(光スピンホール効果と弱値増大
効果の利用)

光相関に基づいた高感度画像計測
（ゴーストイメージング，機械学習）

生産加工分野、半導体関連分野、医療分野

弱い相互作用が切り拓く
マルチスケール精密加工・計測の世界
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タンパク質は生体内でさまざまな役割を果たしており、
その機能や動態を調べることは重要です。われわれはタ
ンパク質と化合物（化学プローブ）を組み合わせること
で、タンパク質を特異的に蛍光ラベル化する手法や、タ
ンパク質機能を光で制御する手法の開発に取り組んでい
ます。蛍光ラベル化によるタンパク質局在の可視化や、
光制御手法による任意のタイミングにおける遺伝子ス
イッチの活性化を生きた細胞内で実証してきました。こ
れらのツールを応用し、タンパク質機能を理解・制御す
ることを目指しています。

医療・ヘルスケア分野、材料分野

化学プローブを用いた
タンパク質の可視化・光制御ツールの開発
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